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鯱城会16区フェスティバルに向けてボッチャ担当スタッフ講習模様
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ボッチャ 【Boccia】 とは (初級入門編) 2023.08

ボッチャはヨー田ッパ生まれのパラリンピック正式種目です。
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競え含えるスポーツでず。     ※ボッチャとは、イタリア語で「ボール」という意味です。
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革製で、中には

プラスチックピーズ

が入つています。
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1.競技は、幅4m×長さ了mのコートで競います。
2.選手は幅2m×長さlmの赤・青のスローイングゾーン内で投球します。

【競技方法】                 .          =
どれだけ多<の球を目標の白い球(ジ ャックボール)に近づけられるかを競います。

チーム戦(1チーム3人で合計6人がプレー)は一人2球でチーム毎に6球投げます。

1.先攻 (赤 )

①ジャックボール (白 )を投げる。

もし、ジャックボール無効ゾーンに投げた場合は、相手側が投げます。

②持ち球(赤 )を 11固投げる。

2.後攻 (青 )

①持ち球(青)を投げる。

以後、ジャックボール(白 )に遠い方が持ち球を投げて行きます。

赤または青のボールが残つた場合には、無<なるまで続けて投げます。

3.ボールをジャックボールや相手ボールにぶつけて移動させることで、自分の

チームの形勢を有利にすることもできます。

4.ジャックボールがコートから出た場合は、クロスの位置へもつて行きます。

無効ゾーン

ヤックボール 、クロス
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【採点方法】

赤・青6球全て投げ終わつた時、ジャックボール(白 )を中心に負けたボールの内側|こ、

い<つ勝ちチームのポールがあるかで点数が決まりす。
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ジャックボールを中心 |こ負けた
チームで一番近いボールからの円
を描き、その申に勝ちのボールが
い<つあるかで判定します。
(図例では赤 3-膏0となります )
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ジャックボールからの距離が目視で判断できない時は、キャリパーやスケールで測ります。
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【使用する用具など】                         っ01為′ンしt7
1.ボール(自 1球、赤611求、膏6球)                   ~'
2.スケール(測定用3m、 コート作成用5m・ 10m)            /FIヽ Kクくキイ′ν

3.キャリパー(短距離用の測定具)3種類                  ″ア`タイ「才
'′

Z/3

4.パ ドル (審判用に赤と青の色が塗られている、手鏡に似た用異)     ■ π:ψ4¢綱 ′
L_ /´   ′くコ^

5.養生テープ (コー ト作成用)1コ ートで2巻 (1巻25m)        γψ 〉レιィラ
ン彰修

6掲示板 (成糸責表を記入します )

7.チーム名を記載した名札 (首から吊るしてAとか Bと記載した名札)

8消毒液及び除菌シート

表 赤色

襄 青色 大 。中・ 小の3種類

ル (指示板) キャリパー

【補足説明】

1.ボールは革製のため、バウンドは少しです.

競技が始める前に左右に分かれて、投げ含って体験をすると良いでしょう。

2.ジ ャックボール無効ゾーンは、自球のみ適用されます。        ′′ ′め
赤球、青球が無効ゾーンに入っても、そのままで競技を続行します。 ど■,7γ角′ ~1ク
3.ジ ヤックボールとの距離が同じの場合は、二数生生旦⊇

=コ
上型立笙ユび」圧奎ます。

4.スローイングゾーンは赤と青に三分されており、それぞれのゾーンから超えては

いけません。また、ラインを踏むとファウル (無効I:求)になります。
5.チーム内の投球順は1球づつ決めた順番を守つて下さい。
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名古屋ルールと公式ルールの主な違い

2023.08 CBH 二富

区 分
名古屋ルール

(市内の広めたいなどの取決め )

公式ルール

(日本ボッチャ協会が制定)

①コートの寸法 4m× 7m 6m× 42.5m

②スローイングボッ

クスとジャックボ

ール無効ゾーン

ル

スローイングボックス

。
1国人戦は3番と4番を使う
。ベア戦は2番赤、3番苦、4番赤
5番竜を使う

◎テープ幅 ・ 全ての線は5cm又は2.5cm幅

の養生テープ

◆外枠、スローイングライン、

∨ラインは4～7cm幅のテープ

・スローイングボックスの仕切り

線は1.9cm～ 2.6cm幅のテープ

4使用する用具 0ボール (白 1、 赤 6、 青6)

。ノヾ トル (指示本反)

。キャリパー

・メジャー

・ボール (白 1、 赤 6、 青6)

0バ トリレ (l旨示本反)

・キャリパー

・メジャー

・タイマー (時計2)

・ランプ (勾配具)な ど

⑤選手の区分 ・ 特 |こ無し ・ 障害のレベルによって

BCl～ BC4の 4区分

6先攻の決めん 。ジャンケンで決める

(1)勝つた方が先攻

(2)勝つた方が先攻・後攻を決める

・コイントスで決める

⑦投球順序 。決めた順番で一人 1球ずつ順番

|こ投球する

・ チームの中なら順不同で、

続けて投球してもよい

③投球の時間制限 ・ 特に無し ・選手の区分 (BCl～ BC4)と

1固人戦、ペア戦、チーム戦によ

り4分～7分の制限がある

― ン

赤



区 分
名古屋ルール

(市内の広めたいなどの取決め)

公式ルール

(日本ボッチャ協会が制定 )

19:タ ーゲットボックス

(クロス)

し
'ψ
″ヽ′+Lで

及 ‐■形atみ ル>1^

てZE`、

X
35cm四方を4区画
にして表示する

0試含数 ・通常は2エンドで1試含 ・ 1固人戦・ベア戦は4エンドで 1試

含、チーム戦は6エンドで 1試含

〔〕反則行為 ・フアウルのみに罰則を科す
フ、``しjし|タ

0フエンを踏む  ′二桜
θ審判の指示前に投球するなど

・反則のレベにより、色々な罰則

が科せられる

百2‐罰則の種類 ・リトラクシ∃ン

(コートからボールを取り除<)

。リトラクシ∃ン

・ 1球のベナルティ

(エンド終了時にターゲットボ

ックスヘ1球投球する権利)

・イエ□―カード  など

⑬審判 0通常は主審と副審の 2名、

主審のみの場合もある

◆審判、線審、時計、記録の4名

で実施

0審判資格 ・ 特に無し

但し、あいちボッチャ協会と

名古屋市障害者スポーツセンター

では「 A級審判員」「審判員」を

認定し、登録している

。有り (4区分)

日本ボッチャ協会公認審判員規
′

程でA級 ◆B級 O Ctte D級が

言忍定されている

例えば、国際試含はA級でしか

審判できない


